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閉塞性黄痘肝 に 対す る大量肝切除後の 病態を， 特に 胆汁分泌能 の 面か ら解明す るた め， 雑種成犬を
用 い て， 無黄痘 70％肝切除犬く無黄痘召判 と， 1週間閉塞性費痘 70％肝切除犬 く黄痘群う を作製 し， 閉塞
前， 肝切前， 肝切後 1， 3， 7， 28 日目 に肝重量回復率， 肝組織血流急 病埋組織学的所見 血液生化学
的検査所見 胆汁量， 胆汁組成に つ い て検索を行 っ た ． 肝重量回 復率は肝切後の全期間を通 じ， 無黄痘群
に 比し黄痘群で低い 値 を示 し， 黄痘群 で肝重量回復の遅延が み られ た． 肝組織血流量は無発症群で は肝切
除後に 低下傾向を認 めた ． 無黄痘群で は黄痘解除後に 有意の低下 を認め たが ， 肝切除後は無黄痘群と差 は
なか っ た ． 病理 組織学的所見 では 無黄痘群 に 比 し黄痘群で肝再生像の ピ ー クが や や遅れ て 出現 し， 黄痘群
で は28 日目で も中等度の肝再生像が み られ た ． 血液生化学的検査成績で は総蛋白， G O T催， G P T債， へ
パ プラ ス テ ン テ ス ト値は両群間に 差は な く， 総 ビリ ル ビ ン値， AIP値， yG T P値 は黄痘群 で肝切後 に有意
に高 い 値 を示 し たが ， 肝切後3 日目な い し7 日目に は無黄痘群 と有意の差は認め られ なく撃っ た． 肝重量
当り胆汁量は ， 無黄痘群で は肝切後 3 日目に 増加し， 7 日目以後 は肝切前の値 に復 した ． これ に 対 し， 黄
痘群で は 3 日目は無黄痘群と同様 の 値で あっ た が， 7 日目以 後も増加 し， 無黄痘群に 比 し高い 値 を示 した．
胆汁中 pH 値 は肝切後 1 日 乱 3 日目で 無黄痘群 に 比 し黄痘群で有意 に低い 値 を示 した ． 胆汁浸透圧 は肝切
時に 無黄痘群に比 し費痘群 で 有意 に 高い 値 を示 した． 胆汁中総胆汁酸排泄率は肝切後 7 日目に 無黄痘群 に
比 し黄痘群で有意に高い 値 を示 した． ま た， 肝重量 当り肝胆汁量と総胆汁酸排泄率の相関関係で は肝切後
に 両群の 回帰直線 に 差は な く， 貴痘群で は総胆汁酸排泄率の増加 にと も ない 胆汁量が増加 して い た． 胆汁
中総 ビリ ル ビン 排泄率 は両群間 に羞 は なく ， 良好 な排泄を示 した． 胆汁中 Na
＋ 濃度 は両群と も肝切後 に や
や低下す る傾向が み られ た が， 両群 間に 差は なか っ た ． 胆汁中 C 巨浪度 は肝切前， 肝切後 1日目， 3 日目
で無黄疫群 に 比 し黄痘群で有意 に 高い 値 を示 し た． 胆汁中 H C O盲排泄率は肝切後 1 日目で 無黄痘群に 比 し
黄痘群 で 有意 に 低い 値 を示 した． 以上 よ り， 1週間閉塞性黄痕肝に 対す る 70％肝切除術後で は， 肝重量の 回
復 の遅延が み られ ， 閉塞性黄痘 に よ る障害が再生肝に 加わ っ た こ と に よ り胆汁分泌能の予 備能が過剰 に 賦
清化され ， 胆汁酸依存性胆汁の 増加に よ る胆汁量の増加をき たす も の と推論 した．
Key w ords hepate cto my，1iv er reg n eration，bile se cretion，bile a cid， Obstru c．
tiv eJa u ndice
近 年， 肝門部胆管癌あ るい は胆嚢癌な どに 対す る肝 ら11の 犬 を用 い た 閉塞性黄痘肝切除 に 関す る 実験以
切除術の 適応の 拡大 に と も ない ， 閉塞性黄痘症例に 対 来， 肝再生能2ト 6J， 肝の 代謝
7糊
， ある い は肝予備能9ト 川
し大量肝切除術 く肝切う を施行す る機会が増加 し， 閉 な どの 研究が 行われ て き たが ，胆汁分泌能に つ い て は，
塞性黄痘肝 の 肝予備能や肝切後再生肝 の 病態の解明が い ま だ報告が み られ て い ない ． 一 方， 胆汁分泌機構に
必要と な っ て きて い る
． 動物実験で は ， 1931 年， M a n n つ い て は 仁 胆汁生成部位 か ら毛細胆管性胆汁と細胆管
A bbr eviation s 二AIP
，
alkalin e phosphataseニ C A， Cholic a cid三 C D CA， Chenodeoxycholic
acid三 D C A， de ox ycholic a cid三 GO T， gluta mic o x alo a c etic tr an s a min as eニ G P T， gluta mic
p yru xic tra n s a min aseこ L C A， 1itho cholic acid三 UD C A， u rS Ode o xycholic acidニ yG T P，
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性胆汁と に 分け られ， さら に 前者 は胆汁酸依存性胆汁
と胆汁酸非依存性胆汁 に 分 け て 考え られ て お り1 2ト1 6I
， こ の胆汁分画の概念 を基礎 と して 各種の 病態下 に お
け る胆汁分泌能が論 じられ て き たが ， 近年， こ の 概念
に つ い て 異説 を 唱 え る 報告が み ら れ る よ う に な っ
た1 7ト 19I
そ こ で， 著者は閉塞性黄痘肝切除後の病態， 特に 再
生肝 に お ける 胆汁分泌能 を解明す る冒的で， 閉塞性黄
痘肝 70％切除犬を作製し， 再 生肝 に お ける肝重量回復
率， 肝組織血流量， 病理 組織学的所見， 胆汁量， 胆汁
組成 な どに つ い て検索を行 っ た ．
その結果， 閉塞性貴痘肝切除後 の再生肝 に お け る胆
汁分泌能に つ い て興味ある知見を得 た の で報 告す る．
対象お よび 方法
工 ． 実験動物お よび作製法
体重 9 へ 15 kg の 雑種成犬 を使用 した． 麻酔 は術前
約 24時間絶食と して塩酸 ケ タミ ン を筋注 し， 背臥位 に
固定し た． そ の 後， ミオ ブ ロ ック で筋弛緩 を得， 気管
カ ニ ュ ー レ を挿管 し， 酸素， 笑気， フ ロ ー セ ン で調節
呼吸を行 っ た．
1 ． 無貴症 70％肝切除犬 く無黄痘群1 の 作製法
い 初回手術
肝切時の 胆汁を無麻酔下で得 るた め に 初回 手術 と し
て総胆管外療 と胆嚢摘除衝 を行 っ た ． 麻酔下 に 上腹部
正 中切開で開腹 し， まず， 肝外胆管の走行 を確認 し，
70％肝切除術 に は適さ ない も の は除外 した． つ い で，
水素ガ ス ク リ ア ラ ン ス 血 流計 を用い て ， 肝組織血流量
を測定 した． つ ぎに， 胆嚢摘除術 を行い ， 十 二 指腸近
傍に て 総胆管 を切離 し， 肝側断端 ヘ ア トム 静脈 カテ ー
テ ル く5－ V 6 Fre n chsiz el を挿入 し， 総胆管外療と し
た． 外療 チ ュ ー ブは正 中創よ り皮下 を通 し， 前額部に
固定 した． 術 中の補液 と して生食水 を使用 し， 術直後
に 抗生物質 くマ ー キ シ ン ， 1gうを点滴静注した ． 術後
の補液は行わず， 術後12時間よ り自由 に食餌 を摂取さ
せ た．
2う 70％肝切除術
外療と手術侵襲の 影響 を考慮 し， 初回手術 1週間後
に 70％肝切除術 を施行 した． 無 麻酔下で胆汁採取 を
行っ た後， 麻酔下に 上腹部正中切開で開腹 し， 肝組織
血流量 を測定 した後， 図1 に 示 す よ う に 肝の 左側 4築
く1eftlate ral，left c entral， quadr ate a ndrightce ntra1
lobesl と 尾 状 菓 くc a udate lobej の 乳 様 突起
くpapillary pro c e ss u slを切除 した ． 術 中の 補液は初 回
手術時と同様 に 行い ， 術後の補液 と して術後 6 へ 12時
間に 5 へ 10％ glu c o se加電解質液約 1000c cを投与し
た
．
抗生物質 の 投与は初回 手術時と同様に 行 っ た ． 術
後の 食餌は ， 経時的観察に よ る 方法 で は 1 日目の 測定
が終 っ た後与 え， 各期間屠殺 に よ る方 法の 1 日目屠殺
群 で は屠殺時ま で絶食 と した． そ の他の 群に つ い て は
初 回手術時と同様 に した． なお ， 正 常犬 15頭 の全肝重
量 に 対 する こ の 切除領域 の 重量比 が 70．4 士0．6％ く平
均値 士標準偏差コ で あ っ た た め， 以 下 こ の 切 除領域を
全肝 の 70％領域 と して あつ か っ た ． 以 上 の 操作 によ っ
て作製 した 実験 モ デ ル を無黄痘群と した く図 1う
．
2 ． 閉塞性黄痘 70％肝 切除犬 く費痘群I の 作製法
無貴症70％肝切除犬 と 同様 に 初回 手術 で 肝組織血
流量の測定 と胆嚢摘除術， 総胆管外療術 を行い ， 1週
間後， 外療 チ ュ ー ブ を閉鎖 し， 皮下 に 埋没 して閉塞性
黄痕 を作製 した ． さ ら に， 1週間後外療 チ ュ ー ブを開
放 し， 無麻酔下で胆汁 を採取 した． そ の 後， 麻酔下に
開腹 し， 肝組織血流量 を測定 した後， 無黄痘群と同様




Fig．1． Ca nin eliv er
R L， rightlate rallobe三 R C， rightc e ntr al lobeこQ，
qu adr ate lobeニ L C， 1eft c e ntr al lobe三 L L， left
late r al lobeニ C， Ca udate lobeニ P， papilla ry
pro c es su sニ GB， gallbladder． T he shaded ar ea
r epr es ents the po rtio n r e m o v ed by pro c edur e of
70％ hepate cto my ． Exter n al biliary fistula w as
c o n str u cted byinserting a polyethyle n etubeinto
c o m m o nbile du ct．
y gluta myl－tr a n SPeptida seニ肝切， 肝切除術芸無黄痘群 ， 無黄痘 70％肝切除犬三 貴痘群， 閉塞性
黄痘70％肝切除犬．
閉塞性黄痘肝切除後 の 胆汁分 泌能 に 関す る実験的研究
I王． 検査項 目お よ び方法
1 ． 各期間屠殺に よ る方法
各期間屠殺 に よ る 方法 で は， 肝切後 1 日目， 3 日目，
7日 臥 28 日目 に麻酔下 に 開腹 し， 肝組織血 流量 を測
定したの ち屠殺 し， 肝重 量 回復軋 肝 の病理組織学的
所見に つ い て検討 した． 肝組織血流量は初回手術時と
肝切前に も測定 した ． 肝の 病理 組織学的所見の検索 は
肝切時の切除肝で も 行 っ た ． 各群の 検索頭数は 4 へ 5
頭である く図21．
い 肝重 量回復率
70％切除肝 重 量 よ り推定 した 肝切前の全肝重量 を
100 と し， 肝切除後の各時期 に 測定 した 残存肝 の 重 量
を百分率で表 した．
2フ 肝組織血流量
水素ガス ク リ ア ラ ン ス 血 流計 くユ ニ ー ク ． メ デ ィ カ
ル社1 を用 い ， 針電極 を尾状葉の ほぼ 中心 に 刺入 し，
約20分間放置静止 し， 電極 を安定 させ た 後， 水素ガ ス
を0．5 mlノmin，約 1分 旬 1分 30秒吸入 さ せ， 水素ガ ス
ク リア ラ ン ス カ ー プ の ピ ー ク の 1分 後か ら 1 分間 の










カ ー プ で肝組織血流量 を求めた 細 ．
31 肝の 病理 組織学的所見
肝切時お よ び屠殺時に 得 た肝を ホル マ リ ン固定後パ
ラ フ ィ ン 包埋 し， 薄切 した切片の へ マ トキ シ リ ン ． エ
オ ジン 染色を病理組織学的に 検討した．
2 ． 経時的観察に よ る方法
経時的観察 に よる 方法の無黄症群で は肝切前， 肝切
後1 日目， 3 日目， 7日目， 28日目に ， 貴痘群 で は外
療チ ュ ー ブ閉塞前 く閉塞前コ， 肝切前， 肝切後1 日日，
3日 臥 7 日目， 28 日目に 血 液生化学的検査， 胆汁量
の 測定， 胆汁の 生化学的検査 を行 っ た ． 胆汁中総胆汁
酸， 総 ビ リル ビ ン， Na＋ ， Cl
－
， H C O盲 の 検討に 際 して
は， 肝重量 当り の 機能を評価 す るた め， 濃度 とと も に
肝重量 当りの 排泄率 を求 めた． 肝重量当り肝汁量 と総
胆汁酸排泄率の相関関係 の検討に 際して は， 無貴痘群
の 肝切前 と発症群 の閉塞前 の 値 を 一 括 し て Co ntr ol
と した． 胆汁の 採取 は採取前約24 時間の 絶食後， 無麻
酔 で 外療 チ ュ ー ブ よ り行っ た ． 発症群の肝切前の胆汁
採取 は貴痘解除 1 時間後 か ら 1時間行 っ た． 検索頭数
Pre H bHa
Cholecyste cto my
Ca n n ulatio n oF C B D
H b Ha
C hoIecyste ctom y
Ca n n ulatio n of C B D
Fig．2． Expe rim ental design こDogs a r e s a cified l，3，7a nd 28 days afterhepate cto my
fo rthe studies of hepatic tissu eblo od flo w， 1iv e r w eight a nd histopathologlC al
Cha nges． Pr e， first ope ratio nこ H b befo r ehepate cto my ニHa， after hepate cto my ニ
C B D， C O m mOn bile duct．
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は各群 7頭で あ るが， 無黄痘群 の 3頭 と 黄痘群の 2頭
が 7日目の測定以後に ， 外療 チ ュ ー ブの 閉塞 あ るい は
抜去の た め に脱落 し， 28 日目の 測定 はそ れ ぞ れ 4 頭，
5頭と な っ た く図3う．
い 血液生化学的検査
i ． 血清総蛋白， Biu r et法2
11
ii． 血清 gluta mic ox alo a c etic tr an sa min a s e値
く血清 G OTl， U－V 法2 2I
iii． 血清 gluta mic p yr u victr a n samin a se値 く血清
G P Tl， U －V 法221
iv ． 血 清 alkalin e pho sphata se値 く血清 A IPl，
kind．king法23I
v ． 血 清 y－glutam yl．tr a n speptida s e値 く血 清
yG T Pl， L． y． gluta myl．pa r adim ethyl a min o a niride
法制
vi． 血清 ビリ ル ビ ン値， Jendr a s sik－Cleghorn法
2 51
Y軋 へ パ プ ラ ス チ ン テ ス ト債， ヘ パ プ ラス テ ン用試
薬 くエ ー ザイ 株式会社製I を用 い た ．
沌 ． 血清総胆汁酸債， 酸素法
261
2ト胆汁量の測定お よび胆汁 の生化学的検査
前述 した よう に 無麻酔下で外療 チ ュ ー ブ に 連結管を
接合 し， 肝胆汁 を採取 し， 以下 の項目 を測定 した ．
i ． 胆汁量
ii． 胆汁 pH 値， H M－10 B型 pH メ
ー タ ー くTokyo
To al を使用 した．
iii． 胆汁浸透圧， 氷点降下法 くア コ ム 株 式会社製
Os m ette Al を使用 した．
No n icteric gr o up
lcteric gro up
iv ． 胆汁 中胆汁酸値
胆汁酸の定量 に はガ ス ク ロ マ トグラ フ ィ ー 法を用 い
た． ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 に よ る胆汁酸定量に つ
い て は M a eda ら2 71の 方法 に 準 じ て図 4 の よう な手順
で行 い ， 各々 の 数値 を積分法で算出 した．
な お ， ガ ス ク ロ マ トグラ フ ィ ー の機器 は島津 G C－7A
げI D検出器う を使用 した ． カ ラ ム に は 0．2％ Poly．
110ノク ロ モ ソ ル ブ W －H Pく80へ 100 メッ シ ュ ， 内径
2．6 皿 m ， 長 さ 2．6 mう を使用 した ． 温度条件はカ ラム
部分 240
0




キ ャ リ ア ガ ス と し て ヘ リ ウ ム を流速 60ml min で 用
い ， チ ャ ー トス ピ ー ド は 5m mlmin と した， 胆汁酸の
検索項目 は以 下の ごと くで ある．
a
． 総胆汁酸 くtotal bile a cidl
b ． コ ー ル 酸 くcholic a cid， C AI
C
． デオキシ コ ー ル酸 くde oxycholic acid， DCAl
d ． ケ ノ デオ キ シ コ ー ル 酸
くche n ode o xycholic a cid， C D C Al
e ． リ ト コ ー ル 酸 く1itho cholic a cid， L C Al
f ． ウ ル ソデ オ キ シ コ ー ル 酸
くu r sode o xycholic a cid， U D C Al
g ． 肝重量当り胆汁量 と総胆汁酸排泄率の相関関係
両群 それ ぞれ の肝重量当り胆汁量 と総胆汁酸排泄率
の相関関係 を検討 した ．
v ． 胆汁 中総 ビ リ ル ビ ン値， Jendr a s sik－Clegh0 rn
法甥
vi． 胆汁申 Na＋ 値， 炎光法28I
H b 1 3 了 28
C ho暮ecystecto my
Ca n n ulatio n of C B D
Fig． 3． Expe rim ental design こSa mples of blo od a nd bile a
r e obtain ed s e riallyfrom
the s a m edogs a sindicated by a rr o whe adsin the figur e．
O b， befo r e obstr u ctio ni H b 8t C B D， refe rdto Fig－ 2．
閉塞性黄痘肝切除後 の 胆汁分泌能に 関す る実験的研究
祓 ． 胆汁中 C 卜値， 電量滴定法 細
浦 ． 胆汁中 H C O言 値， Natels o n超微量 ガ ス 分析器
によ る法抑
3 ． 推定肝要量測定法
経時的観察に よ る方法に お ける各時期の推定肝重量
を， 各期間の 屠殺 に よる方法で求 めた 肝重量 回復率か
ら算出した． す な わ ち， 28 日目の実測肝重量 と予測肝
重量く全肝重量 X各期間屠殺 に よ る方法で求 めた肝重
量回復率う によ っ て各時期 の 予測肝重量 を補正 し， 推
定肝重量 と した． 計算式は下記の ご と くで ある．
n 日日推定肝重量 二 亡くA － DIx くB － DlltC － DIコ＋
D
Aニ n 日目予 測肝重量， Bニ28日目実測肝重量， C二
28 日目予 測肝重量， Dこ 残存肝重量
ただ し， 28 日目ま で経過観察で き なか っ た 5頭で は
予測肝重量を推定肝重量と した ．
ま た， 貴痘群の 閉塞前の推定肝重量 は閉塞性貴痘 に
よる肝の腰大 を考慮 に い れ る ため， 無貴痘群と黄痘群
の 肝切前の体重当り肝重 量 の 平均値 を用い ， 閉塞性黄
Bile
l




3． Ether e xtra ctio n
上
4． MethyI este rific atio n
1
5． TrirT 簡thytsiIyIiz atio n
1
6． Ga s chr o m atogr aphy
Fig． 4－ Diagr a m of the proc edu re fo rbile a cid
a n alysIS．
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痘 に よ る肝の膨張率を下記の式よ り求め た．
膨張率 二 乗痘群肝切前の体重当り肝重量ノ無黄痘群
肝切前の 体重当り肝重量
こ の膨張率で 貴痘群の肝切前の 全肝重量 を除す る こ
と に よ り黄痘群 の閉塞前の推定肝重量 を求 めた ．
工軋 実験成績の 統計学的検討
統計学的検討は， 2群間の 平均値の差の 検定 に は
Stude nt トtest を用 い ， 各群で の各時期間の平均値の
差の 検定 は 一 元 分散分析後， Scheffe の 多量比較法 を
用 い 行っ た ． ま た， 相関係数の 有意性の検定 に は t－teSt
を用 い ， 回帰直線の 回帰係数およ び y軸外挿値の差の
検定 に は Engla nd31の 方法 を用い た． P 値が 0．05未満
の場合に は有意差有 りと判定 した． な お， 成績 は平均
値 士 標準偏差で表 した．
成 績
1 ． 肝重量回復率
70％肝切後 の残存肝重量の回復率は， 両群と も肝切
後に 急速 に増加 した ． しか し， 全経過を通 じ無黄痘群
に 比 し黄痘群 で肝重量 の 再生が遅延 す る傾向が み ら
れ ， 特 に， 7 日目で は無黄痘群 64．4 士6．8％ 血下， 単
位省略1， 黄痘群 52．1 士7．0， 28 日目 で は 無貴痘群
85．9 士2．0， 黄症群 64．0士11．2 と， 有意に 無黄痘群 に
比 し黄痘群 で低 い 値を示 した く図 5I．
2 ． 肝組織血流量
肝組織血流量 は， 無貴痘群で は 前値は 90．4 士26．2
mllminJIlOOg liver く以下， 単位省略1 であ っ た が，
肝切後は全経過を通 じ前借 に 比 し低下傾向を認 めた．
貴痘群で は前借は 93．2 士29．2 で あっ たの に 対 し， 肝切
前で は62．4 士26．3 と， 有意の低下 を認 めた． しか し，
肝切後 1 日目 に は 81．1士14．2 と 回復 し， 以後 も横道い
を示 し， 無黄痘群 と差 はなか っ た く図6う．
3 ． 病理 組織学的所見
胆管周囲， 胆管上皮層ある い は腔内 へ の好 中球の浸
潤を胆管炎と し， 毛細且巨管腔内の胆汁栓 の存在 を胆汁
う っ 滞 と し， 肝細胞索 の 多層化， 索パ タ ー ン の乱れ ，
小葉内の n odu r a rity を肝再生と して検討 した． 無黄痘
群で は肝切前 に は 胆汁う っ 滞， 胆管炎， 肝再生 の 所見
はみ られ な か っ た ． 肝切後1 日目で は， 胆汁う っ 滞が
み ら れた が ， 胆管炎は み られ なか っ た ． 肝再生の 所見
と して わ ず か に 肝細胞索の 多層化 が み ら れ た の み で
あ っ た ． 3日 目で は， 胆汁う っ 滞がみ ら れ， 肝細胞索
の 多層化， 索パ タ ー ン の乱れ ， n Odu r a rity な どの 肝再
生の所見が高度に み ら れた く図7う． 7 日目 で は ， 軽度
の胆汁う っ 滞が持続 し， 肝再生像も 3日目 と同様 に 著
明であっ た． 28 日目で は， 軽度 の 胆汁う っ 滞が み ら れ，
肝再生像 は軽度と な っ た ． 黄痘群で は肝切前に は著名
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な胆汁う っ 滞， 胆管炎， 細胆管増生 を認め た． 肝切後
1 日目で は， 高度の 胆汁う っ 滞が 持続 し， 胆管炎， 細
胆管噌生 は軽度 と なり， 軽度の 肝再生像が出現 し た．
3 日目で は， 胆汁う っ 滞 は同様に 持続 し， 胆管炎 も認


































H b Ha 1 3 7 2 8
T ir 爬 afte r hepatectomy tdayJ
Fig． 5． C ha nges of re c o v e ry ate of liv er w eight
after70％ hepatecto myin tw ogr o ups．
0 － 0
， n O n
－icteric gro up ニ 砂
一 命 ， icte ric gr o up．
Ea ch valu erepre se ntsthe m e a n士S D in fo u rto
fiv edogs． ホ ， pく0．05c o mpared to n o n－icteric
group i春 串 ， pく0．01 c o mpa r ed to n o n
－icteric
gro up こH b 8t Ha， r efe rr edto Fig■ 2．
日目で は胆汁う っ 滞は 軽度 とな り ， 胆 管炎の 所見はほ
ぼ消失 し 上 紙胆管増生 も み られ ず， 肝再生 像は高度と
な っ た く図8う． 28 日目で は， 軽度の 胆汁う っ 滞 が持続
し， 肝再生像 は中等度 に認 め られ た ． 以上 ， 両群を比































e H b 1 3 7 2 8
Tim e afte r hepate cto myくdayl
Fig．6． Cha nge s of hepatic blo od flow in tw o
gro ups． O LO ， n O n－icteric gr o up三 砂 一砂 ，
icteric gr o up ． Ea chv alu e r epr es e ntsthe m ea n士
S D in 17to1 9 dogs o nPr e a nd H b， and info urto
fiv edogs after70％hepatecto my． 串 串 ， refe rr ed
to Fig．5こ Pre， referredto Fig．2．
Fig．7． H istologic ap pe ara n c e oftheliv e r ofn o n－icte ric gr o up o nthe third day afte r
hepate ctom y， Showing a v agu e n oduleくa r r o w sIc o mpo s ed of hyperpla stic hepato－
cyte s with m ultic ell
－thickn essin ahepaticlobule．
C， Central v ein． H EX300．
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無費痘群で も軽度に み られ た． 胆管炎は無黄痘群 で は
全経過を通じ認め ず， 黄痘群 で は肝切前 に 高度に 認 め，
肝切後7 日目 に は ほ ぼ消失し た． 肝再 生像 は無黄痘群
に比 し黄痘群 では そ の ピ ー ク がや や遅 れ て 出現 し， 28
日目ま で 持続 した．
4 ． 血 液の 生化学的検査成績
い 血清総蛋白値
無黄痘群で は肝切 札 5．81士0．67gノdlく以 下， 単位
郁 削 で あ っ た が， 肝切後 1 日目 に 4－73士0，34 と低下
を認め， 以後漸増 し， 28 日目 に は 5一 粥 士0．34 と な っ
た
．
黄痘群 で は 閉塞前 5．95士0 ．39， 肝切 前6．30士0．34
であ っ た が， 1 日目 に 5．21士0．59 と低下 を認 め， 以後
無黄痘群 と同様 に 漸増 し， 28 日目に は 6．42士0．67 と
な っ た ． 全経過を通 じ， 両群間に 有意の差は な か っ た
く表 り ．
2I 血 清 G O T値
無黄痘群 で は肝切 前40．6士15．3 Uく以下， 単位 省
略うで あ っ たが ， 肝切後 1 日目に 281．3士126．7 と上 昇
し， 以後漸減 し， 28 日目に 53．0 土11．7 とな っ た ． 黄痘
群 で は 閉 塞 前 39．9士5 ．0 で あっ た が， 肝 切 前 に
260．0士241，1 と上昇 を認め， 肝切後1 日目に 359．1 士
151．8 と さ らに 上 昇 し， 以 後漸減 し， 28日 目 に は
62．4 士33．1 と なっ た
． 肝切後 は両群間に 差は な か っ た
く表 21．
Fig．8． H istologic ap pe a ran c e ofthe liv e r of icte ric gr o up o nthe 7th day after
hepateto my， Showing a distu rbed c ord patte rn with m ultic ell－thickn e ss．
P， Po rtalveini C， r efer redto Fig． 7． H E， X150．
Tablel． C ha nges of se r u mprotein afte r70 ％
hepate cto my lntW OgrOupS
Tim e after Ser u mproteinくgJ
，dl





3rd day 4．96 士0．41








Each v alue r epr e s e nts the m ea n士S D in fo ur to
SeV e ndogs． O b， before obstr u ctio nこ H b， befor e
hepate cto my．
せ
， Pく0．05 c o mpar ed to H b in
n on－icteric gro up ．
Table2． Cha nges of se ru mG O Tafte r70 ％
hepate cto my lntW Ogr O uPS
Tim e after Ser u mG O TくUl
hepate cto my No n－icte ric Icteric
O b 39．9 士 5．O
H b 40．6士 1 5．3 260．0士 24l．1
ホ水




3 days 92．3士 32．1 128．3 士 50．2
7 days 69．0 士 26．0 69．3 士 i 8．0
28 days 53．0 士 11．7 62．4 士 33．1
Each v alu e r epre s e nts the m e a n士S D in fo u rto
s e v e ndogs．
木 奪
， pく 0．01c o mpar edto n o n
－icteric
gr o up 了
拍
， Pく0．01c o mpar ed to H b in n o n
－ict－
eric gr o upニ
＋ 青
， Pく 0．01 c o mpar ed to O b in
icteric gro up．
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3う 血清 G P T値
無黄痘群 で は肝切前67．1士42．9 Uく以 下 ， 単位 省
略フか ら， 肝切後1 日目に 239．4士105．9 と上昇 し， 以
後漸減 した． 黄痘群で は 閉塞前 89．7士84．8 か ら， 肝切
前 に 2099．0 士2794．6 と上昇 し， 以後漸減 した． 各時期
で 両群 を比較 す ると， 両群間に 有意の 差 はな か っ たが ，
貴痘群 で高値 を示 す傾向が み られ た く表 3I．
り 血 清 A 工P値
無黄痘群 で は肝切前 12．4 士6．2U く以 下， 単位省略う
であっ たが ， 肝切後 1 日目29．7 士10．2， 3 日目52．6士
28．8 と上昇 し， 以後横這 い で あっ た ． 黄痘群 で は閉塞
前 8．9 士4．8 であ っ たが ，肝切前 に 265．3士87．6 と上昇
し， 以後漸減した ． 各時期 の 両群の 値 を比 較す る と，
肝切前， 肝切後 1 日日 に は 無貴痘群に 比 し黄痘群 で有
意 に 高い 値 を示 した が， 3 日目以 後は有意差は な か っ
た く表4う．
5フ 血清 yG TP値
Table3． Cha nge s of ser um GPT after70 ％
hepate cto myin tw o groups
Tim e after Ser u mG P TくUl
hepate cto my No n－icteric Icte ric
O b
H b 67．1士 42．9
1st day 239．4 士1 05．9
3rd day 1 76．4 士 92．6
7th day 1 87．0 士1 76．6




7 99．1 士 952．6
34 5．1 士 314．8
1 53．0 士 172．6
Ea ch v alu e，rePre S e ntS the m e a n士S D info urto
S eV endogs．
Table4． C ha nges of se ru mA IPafter70 ％
hepate cto myin tw ogr o ups
Tim e after Ser u mA IPくUl
hepate cto my N。n，icteric Icte ric
O b
H b 12．4 土 6．2
1stday 29．7 土10．2
3rd day 52．6 土28．




265．3 土87．6輌 十 十




Ea ch v alu e repre s ents the m e a n士S D in fo u rto
S e V e ndogs．
廿
， r efe rred to table lこ
H 8E 十 十 ，
refe red to table 2．
無黄疫群 で は 肝切前 7－4士6■1 m uノmlく以 下， 単位
省田削 で あ っ た が， 肝切後 7 日目19．4 士15．8， 28日日
17．5士 12．4 と軽度上 昇す る傾向が み られ た
．
これ に対
し， 黄痘群 で は 閉塞前 は3．7士1 ．2 で あ っ た が， 肝切前
に 102．1士35．9 と上昇 し， 肝切後は漸減 した． 各時期
の 両群 の 値 を比較 す ると， 肝切前， 肝切後1 日臥 3
日 目に は無黄痘群 に 比 し黄痘群で有意 に 高い 値を示し
た が， 7 日目以後 は有意羞 は なか っ た く表5ン
．
6う 血 清総 ビリ ル ビ ン値
無黄痘群で は 全経過を通 じて変動 はな か っ た ． 黄痘
群 で は肝切前に 5．99 士1 ．33m gノdlく以 下， 単位郵断
と上 昇 し， 肝切後， 黄痘解除 に よ り漸減 し， 7日目に
は 1．06 士0．44 と正 常値と な っ た ． 各 時期の 両群の 値を
比較 す る と， 肝切前， 肝切後 1日 目で は無黄痘群に比
し貴痘群で有意に 高 い 値 を示 した が ， 3 日目以後は有
意差 は なか っ た く表 6I．
71 へ パ プ ラス テ ン テ ス ト債
Table5． C ha nge s of s er u mr G T Pafte r70 ％
hepatecto myin tw o gro ups
Tim e after Ser urnT G T Pくm uノml
hepate cto my No n－icteric Icteric
O b
H b 7．4 士 6．1
1 st day 5．9 士2．7
3rd day 7．1 士3．1
7th day 1 9．4 士1 5．8
28th day 1 7．5 士1 2．4
3．7士 1．2
102．1 土35．9柚 ナ ナ





Each v alu e repre s e nts the m e a n士S D in ruOf
S e V e ndogs，
十
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Table6． Cha nges of s er u mtotal bilir ub n after
70 ％ hepate cto my intw o gro ups
Tim eafter Se ru mtotal bilir ubinくm gノdり
hepate cto my No n－icteric Icteric
O b
H b O．63 士0．43
1st day O．80 士0．35
3 rd day O．77 士0．66
7th day O．77士0．38
28th day O．53 士0．10
0．26士0．11






Ea ch v alu e r epr e s e nts the m e a n士S D in fou rto
s e v e ndogs．
桝 8E 十十 ， referr ed to table2．
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無黄痘群 で は肝 切 前 97．1士23．0％ く以 下， 単位省
F削 で あ っ たが ， 肝切後1 日目 に 34■8士8．6 と低下し，
以後漸増し， 28日目 に は91．0 士27．9 と回復 した． 黄痘
群 で も 閉塞前 128■6士33■1， 肝 切 前 121．3士46．2 で
あっ たが， 肝切後 1 日目に 44．9 士13．2と低下 し， 以後
漸増し， 同様に 28日日に は 112．3 士58． ．9 と回復 した．
各時期の 面群の 値 を比 較した が， 両群間に 羞 はな か っ
た く表 7フ．
8う 血清総胆汁酸値
無黄痘群で は肝切前は 10．9士5．3nMノmlく以 下， 単
位省略う で あ っ たが ， 肝切後 1日目， 3 日日 に 軽度 の
上昇を示 し， 7 日目以 後は肝切前 と同様の値 で あ っ た ．
黄痘群で は閉塞前は 8．6 士3．4で あ っ た が， 肝切前に は
483．0士183． と上昇 した ． 肝切後 1 日目 に は 38．7士
21．4と 急速 に 低 下 し ， 以 後 横道 い を示 した． 各時期
の 両群 の 値 を比較 す る と ， 肝 切 前 と 肝切後 7 日 日
に 無黄痘群 に 比 し黄痘群 で 有意 に 高い 値 を示 し た
く表8 1．
5 ． 胆汁量 およ び胆汁の生化学的検査成績
無黄痘群肝切前 の 体重 当り 肝重畳 は2 7．7士3．6gノ
kg くn ニ 221 で ， 黄痘群肝切前 の体重当 り肝重量 は
38．0士5．9gノkg くn ニ 1射で あ り， 1週 間閉塞性黄痘 に
よる肝の膨張率 を次式の ごと く求め た．
膨張率 二 黄痘群肝切時の体重当り肝重量ノ無黄痘群
肝切時の体重当り肝 重量 ニ 38．0ノ27．7こ 1．37
この 膨張率 で 黄疫群肝切前の 肝重 量を除 し， 黄疫群
の 閉塞前の推定肝重量 を求め た．
1ト胆汁重
体重当り胆汁量 は， 無黄痘群 で は 肝切前 は 0．71士
0．25mlノhハ00gliマe rく以下， 単位省略うであっ た が ，
肝切後1 日目 に 0．22士0．09 と低下 を 認 め， 3 日目 に
0，52士0．17 と肝切 前 の 値近く ま で 回循 し， 以後横道 い
Table7． C ha nge s of hepapla stin test after70％
hepate cto my in tw ogr o ups
Tim e after Hepapla stin te stく％I
hepatecto my No n－icte ric Icteric
O b
H b 97．1 士23．0
1stday 34．8 士 8．6
抽
3rd day 44．0士 7．4如
7th day 82．0士11．2
28th day 91．0 士27．9






Ea ch v alu e repr es e nts the m e a n士S Din fo urto
Se V e ndogs．
十
， referr ed to table 5ニ 軸 8E
十 ナ
，
referr ed to table 2．
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を示 し た ． 黄痘群 で は 閉塞前は 0．67 士0．31 であっ た
が ， 肝切前 に 0．92士0．28と や や上 昇した． 肝切後 1 日
目 に は 0．28 士0．19 と低 下 を 認 め， 3 日 目 に 0．72 士
0．35 と 回復 し， 7 日臥 28 日目で はさ ら に 増加 した ．
各時期の 両群の 億 を比較す る と， 3 日目以後は無貴痘
群に 比 し黄痘群 で 高い 値 を示 す傾向が み られ ， 7 日目
で は黄痘群 で有意に 高 い 値を示 した く図9ン．
肝重 量当り胆汁量 は無黄痘群 で は肝切前 は 2．55 士
1．00mllh1100gliv erく以下， 単位省略l で ， 肝切後
1 日目で はや や 低下 し た． 肝切後3 日目に 3．84 士1．61
と肝 切前 に 比 し増加 し， 以後 漸減 し， 28 日目で は
2．08士 0．27 となっ た
． 貴痘群 で は閉塞前は 2．76 士1．31
で肝切前 に は著変は なか っ た ． 肝切後1 日目に 3．11 士
3．27 とやや 増加 し， さ ら に 3 日日5．03 士1．94， 7 日目
5．45 士2．34 と増加 し， 28日目で も 4．39士1．67 と肝切
前 に比 し増加 して い た ． 各時期の両群の値 を比較す る
と， 肝切後 7 日目， 28 日目で は無貴痘群 に比 し黄症群
で有意に 高 い 値を示 した く図 10さ．
21 胆汁pH 億
無黄痘群 で は肝切前 は7．56 士0．18 であ っ たが ， 肝切
後 1 日目 に 7．78 士0．16 と上昇 し， 以後漸減 した． 黄痘
群で は閉塞前 7．69士0．15 であっ たの に対 し， 肝切前に
軽度低下 し，肝切後 1 日日 に 7．24 士0．28 と さ らに低下
し， 以 後も 低値 を維持 した． 各時期の両群の値 を比較
す る と， 肝切後 1 日臥 3 日目で は無黄痘群 に 比 し黄
痘群で 有意 に低 い 値 を示 した く表 91．
3フ 胆汁申渡透圧
無黄痘群で は肝切前287 士15mEqハ く以下， 単位省
略う で， 肝切後 7 日目ま では ほ ぼ肝切前と同様の値 を
示 したが ，28日目の み 310士 8 とや や高い 値 を示 した
．
黄痘群で は 閉塞前 293 士10 で， 肝切前 に 315士17 とや
や 高い 値 を示 し たが， 肝切後 は閉塞時と ほ ぼ同様 の 値
Table8． C ha nges ofs e ru mtotal bile a cidafter
7 0％ hepate cto my lntW Ogr O upS
Tim e after Ser u mtotal bile a cidくnMlrnり
hepate cto my N。n －icteric Icteric
O b
H b l O
．9士 5．3
1st day 28．0士 21．5
3rd day 4B．5 士71．2
7th day l l．8士 5．6
28th day 1 2．8士 4．5
8．6 土 3．4
483．0 士183．3ヰ ホ十 ナ
38．7 士 21．4




Ea ch v alu e repr es e nts the m e a n士S D in fo urto
se v e ndogs ．
ヰ
， pく0．05c o mpa red to non－icteric
gr oupニ
頼 8E 柚 ， referr ed to table 2，
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を示 した． 各時期の 両群 の 値 を比較す る と， 肝切前で




胆汁 中総胆汁酸濃度 は 無黄痘 群 で は 肝切 前 は
15．3士5．1m gノmlく以下， 単位省略1であっ たが ， 肝切
後 1 日目に 9．6 士4．0 と低下 を認め， 以後漸増 し， 28 日
目 に は 16．8主5．0 と回 復 し た． 黄痘群 で は 閉塞前 は

















Ob H b 1 3 7 28
TirTC after hepatecto myくdayJ
Fig． 9． Change S Of hapatic bile flo w rate pe r u nit








Ea ch v alue repr e se nts the m e a n士S D in fo u rto
Se V e ndogs． ホ ホ ， r efer redto Fig． 5i 宙 宙 ， pく0．
01c o mpa r ed to H b in n o n．icte ric gr o up iOb
refe rredto Fig． 3i H b， r efer r edto Fig． 2．
Table9． C ha nge s ofpH in bile after70 ％
hepate ctornyin tw ogr o ups
Tim e after pH in bile
hepate cto my No n－icteric Icteric
O b 7．69 士0．1 5
H b 7．56士0．18 7．46 士0．32
1st day 7．78士 0．1 6 7．24 士0．28
ホホ
3rd day 7，51 士0，1 4 7．08 土0．21
粕 十 十
7th day 7．05 士0．42
せ 7．31 士0．1 9
28th day 7．12士0．47 7．21 士0．32
Ea ch v alu e r epr es e nts the m e a n士S D in fo u rto
s e v e ndogs．
介
， refe rred to table lニ
相 島 ＋十 ，
referr ed to table 2．
肝切後 1 日目 に さ ら に 6．8士2．6 と低下 し， 以 後漸増
し， 28 日目に は 21－4 士7．9 と なっ た ． 各 時期の 両群の
値 を比較す る と， 無黄痘群 に比 し黄痘群 で肝切後7日
日 に 有意に 高い 値を示 した く図1い．
肝重量当り総胆汁酸排泄率は無黄痘群 で は肝切前は
40．0 士27．1 m gノhl10 0gliv e rく以下，単位省略lであっ
たが ， 肝切後 1 日目に 22．2 士13．8 と低下 し， 3 日目に
38－8 士24．7 とや や増加 し， 以後横這 い で あっ た ． 貴痘
群 で は 閉塞前 は 50．1 士3 9．9 で あ っ た が ， 肝 切 前 に





















O b H b 1 3 7 28
TirTV after hepatecto myくdayJ
Fig． 10．Cha nge s of hepatic bile flo w r ate per unit
liver weight after 70％ hapate cto my in tw o
gr O upS．
0 － 0 ， n O nTicteric gr o up ニ ■
－ ■
， icte ric gr o up．
Ea ch v alu e r epre s e nts the m e a n士S D in fo u rto
S e V e ndegs． ホ ， r efe r redto Fig．5．
Tablel O． Cha nge s ofo s m otic pr es s u r ein bile after
70 ％ hepate cto myin tw o gro ups
T im e after
hepate cto my







3rd day 281 士 7
7th day 288 士16







Ea ch v alu e r epre s e nts the m e a n士S D in fourto
se v e ndogs．
ホ ホ




閉塞性黄痘肝切除後の 胆汁分泌能に 関する 実験的研究
さらに 低下 し， 3 日目以後漸増 し， 28 日目 に は 99．3士
67．2 とな っ た ． 各時期 の両群の 値 を比較 す ると， 無貴
痘群に 比 し黄痘群で ， 肝切後7 日目に 有意 に 高い 値 を
示し， 28 日目で も同様の 傾向を示 した く図121．
i ． コ
ー ル酸
無費痘群 で は肝切前は 85．4士10．0％ く以下， 単位省
晰 で あ っ たが ， 肝切後 1 日目に は 90－8士 7－0 と軽度
の上昇傾向を示 し， 3 日目， 7 日目 と横道い し， 28 日
目に は73．8士5．8 と低下 し た． 黄痘群 で は 閉塞前 は
78．9 士1．9で あ っ たが ， 肝切前は 87．1士7．8 と上昇 を
認め， 肝切後 1 日目 に 78．7士9．3 と低下 し， 3 日日，
7日目に 再び上 昇 し， 28 日目 に は 69．8士9．8 と低下 し





























Ob H b 1 3 7 28
Tim e after hepatecto myくdayl
Fig．11． C ha nge s of total bile acidc o n c e ntratio n
after70％ hepate cto myin tw o gr o ups．
0 － 0 ， n O n－icteric gro up i■
－ ■
， icteric gr o up．
Ea ch v alu e r epre s ents the m e a n士SD in fou rto
S eV e ndogs． ホ ホ ， referred to Fig．5ニ 十 ，pく0．05
CO mpa r ed to Ob in icte ric gr o upi 十王 ， pく0．01
C O mpa r ed to O b inicte ric gr o up．
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iii． デオ キ シ コ ー ル 酸
両群 で 全期間を通 じ検出さ れな か っ た く表 1い．
iv ． ケ ノ デ オ キ シ コ ー ル 酸
無黄痘群 で は肝切 前は 14．4士9．8％ く以下， 単位省
略Iであっ た が ， 肝切後1 日目に は 9．2 士7．0 と低下 を
認 め， 3 日乱 7 日目と 横道 い を示 し， 28 日目 に は
25．9士5．5 と上 昇 した ． 黄痘群 で は閉塞前 は 21．0 士
11．8 で あ っ た が ， 肝切前に 12．9士7．8 と低下 を認め，
肝切 後1 日目 に 上昇 し， 3日目に 再び低下 し， 以後漸
増 した． 各時期の両群の値 を比 較す ると ， 肝切後 1 日
目 で無黄痘群 に 比 し黄症群 で 有意 に 商 い 値 を示 し た
く表 11I．





























Ob Hb 1 3 7 28
Time afterhepatecto myくdayl
Fig．12． Cha nge s oftotal bile a cide x c retio n rate
after 70％ hepate cto myin tw ogr o ups．
0 － 0 ， n O n．icte ric gro up ニ■
w ■
， icteric gr o up．
Ea ch v alu e r epre se nts the m e an士SD in fou rto
S e V e ndogs． 春 木 ， refe rr edto Fig．5．
Tablell． C ha nge s of bile a cidsin bile after70 ％hepate cto myin tw ogr o ups
Tim e after No n
－icteric く％l Icteric く％l
hepatectomy c A D C A C D C A L C A U D C A C A D C A C D C A L C AU D C A
O b
H b 85．4土1 0．0 0 14．4 士9，8． 0
1stday 90．8 士 7．0 0 9．2 士7．0 0
3rd day 93．9 士 5．8 0 5．8 士6．8 0
7th day 92．1士 9．0 0 7．6士8，6 0
28th day 73．8 士 5．8 0 25．9 士5．5 0
78．9 士11．9 0
0．1 士0．5 87．1 士 7．8 0
0 78．7 士 9．3 0
0．3士0．3 89．5 士11．5 0
0，3 士0．5 8 4．2 士11．3 0
0．3 士0．5 69．8 士 9．8 0
21．0士11．8











Each v alu e r epr e sents the m e a n士S D in fo ur to s e v e ndogs． CA， Cholic acidi D C A， de o xycholic
acidこ C D C A， Che n ode o xycholic a cidニ L C A，1ithocholic a cidニ U DC A， ur SOdeo xycholic a cidこ
ホ
， r eferr edto
table 8．
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両群で全期間 を通 じ検出さ れ なか っ た く表 11J．
Yi． ウル ソ デ オ キ シ コ ー ル 穀





























10 0 2 00
Total biJe a cid e x cretio n
mgノh ノ1 00g liv er
Fig． 13． Co rr elatio n betw e enbile flo w r ate a nd
total bile a cide x cr etio n r atein c o ntroIs． Bile s
Obtain ed ju st before hepatecto my
．
t H bJ in n o n．
icte ric gr o up a nd tho s e obtain ed ju st befo re
Obstru Ctio n of c o m m o nbile du ctくO blin icte ric
gr o up s e rv ed as c o ntroIs．
0 ， y

















TotaI bite a cid e x cr etio n
m9ノh ノICXね Iiv er
Fig． 14． Co rr elatio n betw e enbile flo w r ate a nd
totalbile a cid e x c retio n ratein icte ric gro up at
H b．
■
， y ニ0．074x ＋0．71， r ニ 0．781くn ニ 7J， pく0．05．
検索頭数の 少 なか っ た 無黄痘群 の 28 日目 の 両群を
除き ， 他の す べ ての 時期 で 両群と も に 肝重 量当り肝胆
















Total bile acid ex cretio n
汀喝ノhノ100g Liv er
Fig． 15． Co r relatio n betw e enbile flow rate and
total bile a cide x c retio n r atein tw ogroups o nthe
firstday afterhepate cto my．
0 ， n O n－icte ric gro up， y こ 0．054x ＋0．93
b
． r ニ0．
866くn ニ 7ン， pく0．05ニ ■ ，ictric gro up， y 二 0．132bx十
0．22a， b， r こ 0．987くn ニ 7J，pく0．01くa， Pく0．01c ompar ed
to no n－icte ric gro up ニb， pく0．01 c o mpar ed to

















10 0 2 00
TotaI biIe acid e x cretio n
汀唱ノhノ100g liv er
Fig．16． Co r r elatio n betw e e nbile flo w r ate a nd
total bile a cide x c retio n rate intw ogr o ups o nthe
third day afterhepate cto my．
0 ， n O n
－icteric group， y 二 0．059
e
x ＋1．54， r ニ 0．
905くn こ 71， pく0．01ニ ■ ，ictricgro up，y ニ 0．057
C
x ＋2．
45抽 ， r こ 0．891くn ニ 71， pく0．01ta 8t b， referred to
Fig．13ニ C， pく0．05c o mpa redto c o ntr oり．
閉塞性黄痕肝切除後の 胆汁分泌能 に 関する 実験的研究
c。ntrOlの 回 帰直 線 は y ニ 0．029x ＋1 ．37 で あっ た
く図13I． 肝切前の 黄痘群 で は利胆 効率 を示 す回 帰直線
の傾き が増加す る傾向と ， 胆汁酸依存性胆汁量 を示 す
回帰直線 の y 軸 へ の 外挿値が軽度低下す る傾向が見
られ た く図 抽 ． 肝切後 1 日目 で も 同様 に 両群と も に
回帰直線の傾き の 増加す る傾向と ， y 軸外挿値の 低下
がみられた． 両群間の 比較で は y 軸外挿値が無黄痘群
に比 し黄痘群 で低い 値 を示 した く図1 5う． 3 日目 で は
両群とも に C Ontr Olに 比 し， 回 帰直線 の 傾 きが 増加す
る傾向が みら れ， 両群間の 比較で は y軸外挿値 が無黄
痘群に 比し黄痘群で高 い 値 を示 した く図 16う． 7 日日
で は無黄疫群で は回 帰直線の 傾き は c o ntr ol に比 し増
加がみら れた が， y 軸外挿値 は低い 値 を示 した． 黄痘群
では c o ntrol と差 は な く， 両群 問 の 比 較 で も羞 は な
か っ た ． す なわ ち， 先に 述 べ た 黄痘群の 7日日 にお け
る肝胆汁量の増加 は胆汁酸依存性胆汁量の増加 に よ る
もの が 主である と理 解さ れ た く図17フ． 28 日目 で は 両
群とも有意の 相関関係 はみ られ な か っ たが， 各点の 分
布は7 日目と同様 の 傾向 を示 し， 黄痘群 に お け る肝重
量当り肝胆汁量の増加 は胆汁酸依存性胆汁の 増加 に よ
るも のと理解 され た く図 18フ．
51 胆汁中総ビリ ル ビ ン値
胆汁中総 ビ リ ル ビ ン濃度 は無黄痘群で は肝切前 は
39．3士16．1 m gノ劇 く以 下， 単位省略1 で あ っ た が， 肝


















10 0 20 0
Total bile a cid e xcretlOn
m9ノh ノ10旬 Hver
Fig．17． Correlatio n betw e e nbile flow rate a nd
total bile acid ex c r etio nrateintw o gro ups o nthe
7th day afterhepate cto my．
0
， n O n
－icte ric gro up， y
こ 0．063Cx ＋0．88b， r ニ 0．
932くn こ 7I， pく0．01ニ ■ ，ictric gro up， y ニ 0．047x ＋1．
44， r ニ 0．924くn こ 7I， pく0．01くb 鹿c， r eferred to Fig．
13． 鼓 141．
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日日 に は 49．4 士19．4 と なっ た ． 貴痘群 で は 閉塞前 は
80．3士60．9 で あ っ たが ， 肝切前 に 28．1 士29． と低下
を認め， 肝切後 1 日目に 134．2士68．0 と上昇 し， 以後
漸減 し，28 日目 に は 38． 9士25．6 と なっ た ． 各時期の両
群の値 を比 較す る と， 3 日目以後 は無黄痘群 に 比 し，
黄痘群 で やや 低い 値 を とる傾向が みら れ， 7 日目 で は
有意 の 黄痘群 で 低い 値 を示 した く図19ン．
肝重量当り胆汁中総 ビリ ル ビン排泄率は， 無黄痘群
で は肝切前は 0．93士0．34mgJh1100gliv erく以 下， 単
位省略う で あ っ たが ， 肝切後1 日目2．87士1．67， 3 日
目 3．49士2．08 と増加 し， 7 日目， 28 日目に は低下 し，
肝切 前 と 同様 の 値 を 示 し た． 黄痘 群 で は 閉塞前 は
1．70 士0．38 であ っ た が， 肝切 前に 0．94 士1．35 と低下
を認め ， 肝切後 1 日目に 3．42 士2．10 と増加し， 以後漸
減 し， 28日日 に は 1．44 士0．73 と なっ た ． 各時期の 両群
の 債 を比 較 し た が ， 有 意の 差 は み ら れ な か っ た く図
20I．
61 胆汁中Na＋ 値
胆汁中 Na＋ 濃度 は， 無貴痘群 で は肝切前は 181．7 士
21 ．9 m Eqハ く以下， 単位省略うで あっ たが， 肝切後 1
日目に 163．1士11．0 と低下を 認め， 3 日目， 7 日目も
同様 に 低値 を示 し， 28日 目 に 178．3 士15．6と 回 復 し
た． 費痘群で は 閉塞前は 180． 士26．8 であ っ た が ， 肝
切前に 163． 士13．9 と低下 し， 肝切後 1 日目， 3 日目
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Fig． 18． Co rr elation betw e en bile flo w rate a nd
total bile a cide x c retio n r atein tw ogro ups o nthe
28th day afterhepate cto my．
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値 と な っ た ． い ずれ の 時期 で も， 両群 間に 有意の差 は
み られ な か っ た く図21コ．
肝重量当り胆汁中 Na＋ 排泄率は ， ほ ぼ肝重量当り胆
汁量 と同様 に 変動し た． す な わ ち， 無黄痘群で は， 肝
切前 は 0．470 士0．208 mEqJhノ100gliv e rく以下， 単位
省略う であっ たが ， 肝切後 1日目 に 0．353 士0．152 と，
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Tin裾 after hepatectomy くdayJ
Fig． 19． Change S Oftotal biliru nbin c o n c e ntr atio n
afte r70％ hepate ctom yin tw ogro ups．
0 － 0 ， n O n－icteric gr o up 三 ■
－ ■ ，icte ric gr o up．
Ea ch valu e repr es e nts the m e an士D in fo u rto
Se V e ndogs． ホ ホ ， r efe rr ed to Fig．5i せ， pく0．05
C O mpar ed to H b in n on－icte ric gr o up i宙 宙，
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TirT裾 after hepatectomy くdayJ
Fig． 20． Cha nge s oftotal bilirubin e x c r etio n rate
after 70％ hepate cto myin tw ogr o ups．
0 － 0 ， nOn －icte ric gr o upニ ■
－ ■
， icteric gro up．
Ea ch v alu e repr es e nts the me an 士SD in fo ur to
S eV e ndogs． 宙 ， refe rr edto Fig． 17．
滅 した． 黄痘群 で は閉塞前は 0．493 士0－253 で，肝切取
肝切後 1 日目 で は 変化 は な く， 肝 切 後 3 日目 から
0．787士0．310 と増加 し， 7日 臥 28日 日と高値を示し
た
． 各 時期の 両群の 値 を比 較す る と， 肝切後 7 日乱
28 日目で 無黄痘群に 比 し黄痘群 で有意 に 高 い値 を示
した く図221．
7ン 胆汁中 C 卜値
胆汁中 C 巨浪度 は， 無黄痘群 で は肝切前 は71．4 士
10．2 mEqノ1 く以下， 単位省略うであっ た が ， 肝切後徐々
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Tim e．after hepatectom yくdayl
Fig．21． Change s ofsodium io nc onc entr atio n after
70％ hepate cto myin tw ogr o ups．
0 － 0 ， n O n－icte ric gr o up i サ ー ■ ， icte ric gro up．
Ea ch v alu e r epre s ents the m e a n士S D in fo urto























O b Hb 1 3 7 28
Tin 鷲 afte r hepatecto myくdayl
Fig． 22． Cha nge s of s odiu m io n e x c retio n r ate
after70％ hepate cto myin tw ogr o ups．
0 － 0
， n O n
－icte ric gro up ニ■
一 書
，icte ric gro up■
Ea ch v alu e repr e se ntsthe m e a n士SD in fo urto
SeVendogs． 蹄 ， r efer redto Fig．5．
閉塞性黄痘肝切除後の 胆汁分泌能に 関す る実験的研究
は閉塞前は 71．4 士10．2 であっ た が， 肝切前に 11810士
11．6 と上昇し， 肝切後漸減 し， 28 日目 に は 92．6 士9－2
とな っ た ． 各時期の両群の値 を比較す ると ， 肝切 軌
肝切後1 日目， 3 日目 では 無黄痘群 に 比 し黄症群で有
意に高い 値を示 した く図 23う．
肝重量当り胆汁中 C 卜排泄率 は， 無黄痘群で は肝切
前は0．187士0．084m Eqlh1100gliv e rく以 下， 単位省
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Tinv afte r hepatecto myくdayl
Fig．23． Cha nges of chloride ion c o n ce ntratio n
after70％ hepate cto myin tw ogr o ups．
0－0 ， n O n－icteric gr o up i 中 一 書 ，icteric gr o up，
Ea ch v alu erepre s entsthe m e a n士SD in fo ur to
Se V e ndogs． 春 木 ， r efe rr ed to Fig． 5i 台 東，
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T i汀 ほ afte r hepate ctomy くdayJ
Fig．24． C ha nge s of chlo ride io n e x c retio n r ate
after70％ hepate cto myin tw ogr o ups．
O q O
， n O n
－icte ric gr o up ニ ー
一 書
， icte ric gro up．
Each v alu e r epr es e nts the m e a n士S D in fo u rto
Se V e ndogs． ホ ， refe rr edto Fig．5．
667
し， 以後漸減 した ． 黄痘群で は閉塞前は 0．182 士0．101
であ っ た が， 肝切前に 0．320士0．135 と上昇 し， 肝切後
3 日目に 0．552 士0．196 と さ らに増加 し， 7 日目， 28 日
目 も高値 を維持 した． 各時期の 両群 の値 を比較すると ，
肝切前， 肝切後 7日 目， 28日目で 無黄痘群 に比 し黄痘
群で有意に 高 い 値 を示 した く図24J．
8う 胆汁中 H C O言値
胆 汁中 HC O 言渡度 は， 無 黄 痘群 で は 肝切 前 は
36．5 士14．3m Eqハ く以下， 単位省略うであっ た が， 肝
切後 1 日目に 43．3 士15．7 と やや上昇し， 以後漸減 し，
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Tinv after－hepatecto myくdayJ
Fig． 25． C ha nge s of bic a rbo n ateio n c o n c e ntratio n
afte r70％ hepate cto myin tw ogr o ups．
0 － 0 ， nOn ．icteric gro up ニ ー
－ ■ ， icteric group．
Ea ch v alu e r epre se ntsthe m e a n士S D in fo u rto
Se V e ndogs． ホ 及 春 ホ， refe rr ed to Fig． 5妄 ＋ 十，
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TirTV after hepatecto myくdayJ
Fig．26． C ha nge s of bic a rbo n ateio n ex c retio n rate
afte r70％ hepatecto my in tw ogro ups． 0 － 0 ，
n o n－icte ric gro up i 書
一 中
， icteric gro up． Ea ch
V alu e repr e se nts the m e a n士SD in four to sev e n
dogs． 串 ホ ， refe rr edto Fig． 5．
668 秋
34．3 士11．9 であっ たが ， 肝切前 に 21． 2 士9．2 と低下 を
認 め， 肝切後 1 日目に さら に 10．0 士4．6 と低下 し， 28
日目ま で低値 を維持した ． 各 時期の 両群の値 を比較 す
る とt 肝切前か ら肝切後 1 日臥 3 日目， 7 日日， 28
日目の全経過 を通 じ無貴痘群 に 比 し黄痘群で有意に 低
い 値 を示 した く図25う．
肝重量当り胆汁中 H C O盲 排泄率 は無黄痘群 で は肝
切前 は 92．8 士51．OiLEqlh1100gliv erく以 下， 単位省
略Iで あっ たが ， 肝切後 1 日目に 83．9 士31．0 と軽度の
低下 を認 め， 3日目に 104 ．0 士29．6 とや や上昇 し， 以
後漸減 した． 黄症群で は閉塞前は 91．4士41．0 であ っ た
が ， 肝切前に 低下 し， 肝切後 1 日目に 29．1 士32．3 とさ
らに 低下 した が ， 3 日目に は 68．2 士45．7 と肝切前 とほ
ぼ同様の 値に 戻り， 以後横道い で あ っ た ． 各時期の 両
群の債 を比較す る と， 肝切後 1 日目で は無黄症群 に 比
し黄痘群で有意 に低い 値 を示 した く図261．
考 察
閉塞性黄症肝切除後の肝再生 に 関す る実験的研究 は
1931年の M an nらりの報 告 を は じめ と して 多 く 行わ
れ てい る2卜 11I． こ れ らの 従来の閉塞性黄痘肝切除に 関
す る実験 は， 肝再生能， 肝の代謝あ るい は肝予 備能 な
どに つ い て検 討して い るが ， 肝 の もう 一 つ の重要な機
能である胆汁分泌 につ い て ， 閉塞性黄症肝切除後の再
生肝で検討 した報告は例 をみ な い ．
一 方， 胆汁分泌機構に つ い て は， こ れ ま で胆汁生成
部位 に よる胆汁分画 を基礎 と して， 多 くの研究が な さ
れ て きた． す な わ ち， 胆汁分画は， 肝細胞で生成さ れ
毛細胆管 へ 分泌され る毛細胆管膿汁と細胆管及 び こ れ
よ り遠位側胆管 で生成 され る細胆管巌汁 と に 分け ら
れ， 毛細胆管胆汁はさ らに 胆汁酸依存性胆汁と胆汁酸
非依存性胆汁 に 分け られ る1 2卜 岬 ． こ れ ら の 概念は ， エ
リス リ ト ー ル や マ ン ニ ト ー ル を用い た ク リ アラ ン ス 法
に よ り測定され た毛細胆管胆汁量の 定量に 基づ き確立
され た もの で あり3 2ト3 71， また， 胆汁量と胆汁酸排泄率
との 相関関係 か ら胆汁酸依存性胆汁と胆汁酸非依存性
胆汁 に分 ける概念が確立さ れ て きた1 3ト 岬 ． しか し， 最
近， こ の様な 生成部位 に よ る胆汁 の 区分け に 矛盾す る
報告が散見 され， Na＋ K＋ ade n o sin e－tripho sphata se，
Na＋ H＋ a ntipo rt， Ca rbo nic anl1ydr a seな どの 面か
ら新 たな胆汁排泄機構 が論 じら れ る よう に な っ てき て
い る17ト1 9I
．
こ の ように 胆汁分画の存在自体が不 確か な
も の とな っ て き て い る もの の ， 胆汁分泌機構 の主 体が
胆汁酸 に よ る こ と は変わ り なく ， 胆汁酸と の 関連 に お
い て他の 胆汁分泌機構の解明が試み ら れて い る と言 え
る．
そ こで ， 著者 は これ ま で の胆汁分泌機構 に 関す る知
見に 基づ い て， 閉塞性黄痘肝切除後の再生肝 に お ける
胆汁分泌能 に つ い て胆汁分析， 肝組織血 軌 病理組織
学的所見な どか ら検討 を加 えた ．
閉塞性黄痘肝 切除後の病態 に つ い て は， 閉塞性黄痘
が肝重量再生に ， い か な る影響 をお よ ぼす か に つ いて
す ら見解の 一 致 は み られ て い な い ． こ れ ま で の 多くの
報告で は肝切後も閉塞性黄痘 を継続 した もの が多く，
必ずし も臨床に 則 して い な い ． そ こ で， 著者 は肝切前
に 黄痘 を作製 し， 肝切時に 同時 に滅黄処置も行 っ た．
著者の 実験成績 で は 4週目ま で の全経過 を通 じ， 無黄
痘群 に 比 し， 黄痘群 で 肝重量 回復率 の 低下が みられ，
病理組織学的所見と も 一 致 した． しか し， こ の 結果は
黄痘群 の 全肝重量を黄痘作製後の 切除肝重量 から計算
した も の であ り， 閉塞性黄痘 に よ っ て腰大 した肝が肝
切除時に同時に 行わ れた 減黄に よ っ て縮小 す る こ とを
考 えに い れ れば， 黄疫群の 真の 肝重 量回復の 遅延は著
者の実験成績で 示 さ れた ほ ど著名な も の で はな い ．
肝血流が胆汁分泌に 及ぼ す影響や ， 再生肝や閉塞性
費痘肝 に お け る肝血流量 に 関 して も幾ら か の 知見が得
られ て い る
． 肝血流の低下が胆汁量や胆汁組成に影響
を及ぼ す と 言う報告3 8ほ9ナも あるが ， 一 般 に は肝血流の
低下 に 対 してか な りの 許容範囲を持 ち， 影響 を受けな
い と され て い る 叫 叫 ． また ， 再生肝 に お い ては， 過去に
肝血管床の減少 に 伴い 門脈圧の冗進 をき た し， 単位肝
重量あた り肝組織血流量 が増加す る と言う 報告42Iもみ
ら れ たが ， こ れ ら の 報告は肝血流量 を実測 したもの は
少な く， 病理組織学的所見 な どか ら推測 した ものが多
い
． 著者の 実験成績 で は肝切後 に は若干 の肝組織血流
量 の低下 傾向が み られ ， 津村431の報告と も ほぼ 一 致し，
後に 述 べ る肝切除後 の肝胆汁量 の増加 に 肝組織血流量
が 関与 す る可能性は少 ない と思 わ れ た． 一 方 ， 閉塞性
黄痘肝 の 肝血 流 に つ い ては ， 著者の 実験成績で は肝切
前 に肝組織血流量の低下が み ら れ，Stein erら刷 の 組織
学的所見か らの 見解 と 一 致 した． しか し， 肝切除後は
無黄痘群と黄痘群の間に 羞は な か っ た ． す なわ ち， 閉
塞性黄痘は胆道系の 拡張 に と も ない ， 肝 内の 門脈系を
圧排， 締小 し， 肝組織血 流量 を低下 さ せ るが ， 適切な
減黄が行わ れ れ ば， 肝切除 に も か か わ らず， 短 期間に
肝血 流量の 回復が み られ る と思われ た．
肝の 病理組織学的所見で は胆汁う っ 滞は黄痘群で 高
度 に み られ た が， 無黄痘群 で も 軽度 に 認め ら れた． 黄
痘群 に お ける胆管炎の 所見 は肝切後早期 に 消失し， 血
液生化学的検査所見 とも 一 致 した． 肝再生像 は無黄痘
群に 比 し黄痘群 で は その ピ ー クが遅 れ て 出現し， 28 日
目で も 中等度の肝再生像が持続 して み られ た ． こ の肝
再生の遅延 は後 に述 べ る 7 日乱 28 日 目に お ける費痘
群の胆汁量 お よび胆汁酸排泄率の増加に 関係する 可能
閉塞性黄痘肝切除後の 胆汁分泌能 に 関す る実験的研究
性があ ると 思わ れ た．
肝切除後再生肝の血液生化学的検査成績の 推移 に つ




これ に 対 し， 黄痘群 で は単純閉塞性黄痘解除
後の推移 と著明 な菱は なく
棉
， 閉塞性黄痘肝 70％切除
後の 残存肝が肝機能を代償す るだ けの 肝予備能を有 し
てい た こ と を示 す も の と思わ れ た． ま た， 血中総胆汁
酸値に つ い て も単純閉塞性黄痘解除後の 変化 とほ ぼ 同
様に費痘群で は肝切除後 に 急速な低下 を認 めた ．
著者の実験で は胆汁採取 を無麻酔下と した た め， 実
験の全経過 を通 じ， 胆汁は完全外療 と した． さ らに ，
肝切前の胆汁 を無麻酔下で得る た め， 肝切 前あるい は
閉塞性黄痘作製前に 1週間の 外療期間 をお い た． また ，
胆汁量ある い は胆汁組成を解析す る に 際 して， 肝重量
当りの 機能を評価 す るた め に ， 胆汁量 で は体重 当り胆
汁畳を求め る とと も に ， 肝重量当り胆汁量 を求め， 胆
汁組成で は濃度と と も に 肝重 量当り排泄率 を求め た．
肝重量当り胆汁量 が肝切除後 に 増加 す る こ と は よく
知られ てい る． 著者の 実験成績 で も肝重量当り胆汁量
は無黄痘群， 黄痘群 と も に肝切前に 比 し肝切後に冗進
し， 無責痘群 に 比 し貴痘群 で よ り冗進 す る傾向が み ら
れた． この 肝切後の 胆汁量の 増加の 原因に つ い て は報
告者に よ りか な り見解が異な る． Sa nz ら 欄 は肝切後 に
胆汁酸依存性胆汁の増加 と非依存性胆汁の減少 を認
め， peripo rtala re aの 肝再生が先行す る こ とが こ の変
化に 関与する と述 べ て お り， Ue sugiら4 81は肝切後早期
の胆汁量の増加は胆汁酸の利胆効率が増加 す るた め で
あると推察 して い る． 一 方， Ichika w aら 頼 は肝切後 に
胆汁酸非依存性胆汁排泄の冗進 を認め た と報告 し， 太
田瑚 は肝切後の胆汁量 の増加 に H C O言 渡度 の 増加 を
伴う こ とか ら， 細胆 管レ ベ ル での 胆汁分泌冗進で ある
と推察 してい る． 著者 の 無発症群の実験成績 をみ る と，
肝切後3 日目 に 肝切前に 比 し， 肝重量当り胆汁量の増
加をみたが ， 7 日目以後 は， 肝切前 と有意 の差 はな く
なっ た
． 胆汁量 の増加を見た肝切後 3日 目の 胆汁組成
を見て み ると， 胆汁中総胆汁酸濃度 は低下 し， 胆汁中
総胆汁酸排泄率 は肝切前と ほぼ 同様の 値 で あ っ た ． 胆
汁畳と総胆汁酸排泄率の 相関関係 を みる と ， 胆汁酸非
依存性胆汁量 を示 す y 軸外挿値 は c o ntr olの 値と 差は
なく， 胆 汁酸の 利胆効率を示 す 回帰直線の傾 きが 前の
値に比 し増加 して い た ． ま た， 胆管性胆汁分泌 を示 す
と考 え ら れ て い る H C O盲 排泄量 の 増加 は み ら れ な
か っ た
． 以上 の成績か ら， 無黄痘群 に お ける肝切後 3
日目の 肝重量当り胆汁量の 増加は胆汁酸の利胆効率の
増加に よる こと が示 され た． こ の 利胆効率の 増加の原
因とし ては， 胆汁酸 の種類の 変化が考 え られ る． 著者
の 実験で は全期間を通 じ総胆管外療 と し たた め， 胆汁
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酸の種類 は 一 次胆汁酸の み とな り， 肝切後 に は CA の
増加と C DCA の低下を みた が， こ の変化が 利胆効率に
影響 をお よ ぼ した と は考 え難 く， さ らに詳細 に つ い て
は各種 の胆汁酸の抱合形態の検討が必要と思わ れ た．
一 方， 閉塞性黄痘解除後胆汁量の変化に つ い て は，
白川 抑 は， 閉塞性黄痘解除直後 に は胆管上皮性の水分
電解質分泌機構が胆汁分泌量 に 大き く影響を及 ぼ す と
述 べ て い る． ま た， Pr eisig ら5りも 臨床例で閉塞性黄痘
解除後の胆汁量の増加 は胆管性の分泌冗進 であろう と
推察 して い る． 一 般 に は 臨床例で は P T C D後の 胆汁分
泌量 は必ず しも冗進は み られ ず， む しろやや 減少 す る
こ とが 多い と考 え られ てい る． しか し， 時に 1日 1000
c c以上の 多量胆汁症例 の報告も みられ ， 永川ら5 21はや
はり こ の 元進 に は H C O盲の 濃度の 上 昇 を見 る こ と か
ら胆管性の分泌冗進の関与 を推察 して い る． こ の よう
に ， 閉塞性貴痘解除後に は必ずし も胆汁分泌 に 冗進は
み ら れず， 冗進 をみ る もの で は H C O言渡度の上 昇 を伴
う こ とか ら， 胆管性分泌 の冗進が関与す る と い う考え
が 一 般的で ある． 著者の黄痘群 の実験成練を見 る と 3
日目で は無貴痘群 と同様 に 胆汁量 の増加 を認 め， その
胆汁組成 を見る と，膿汁中総胆汁酸濃度 およ び排泄率，
胆汁畳 と総且巨汁酸排泄率 の相関関係か ら求め た胆汁酸
非依存性胆汁量や利胆効率 な ど， い ずれも 無黄痕群と
同様の傾向を示 し， その膿汁量の増加は胆汁酸 の 利胆
効率の増加 によ る と考え られ た． しか し， 肝切後 7日
目で は， 3 日目と異 な り， 無黄痘群で は胆汁量が肝切
時の備 に 近 く復す る の に 対 し， 黄痘群で はさ ら に 増加
し， 無貴痘群 との 間に 有意の菱 を認 め， 28 日目 で も同
様 の傾向がみ られ た． 貴痘群 の胆汁中総胆汁酸値 の推
移 を見る と， 肝切前に 低下 し肝切後 3 日目か ら増加 し，
7 日目で は無黄痘群 に 比 し， 濃度， 排泄率と も に 有意
に 上 昇 した． 28日目で は， 検索頭数が少 なく， 有意差
は ない も の の ， 7 日目 と同様 の傾向を示 した ． 月員汁量
と総胆汁酸排泄率と の 相関関係 を見ると ， 胆汁畳 の両
群間の善が特 に 著明で あ っ た肝切後 7 日目で は ， 黄痘
群 で は回 帰直線 の 傾 き と y軸 へ の 外挿値 の 両者 と も
c o ntr ol と差 はな く， ま た， 無黄症群の 肝切後 7 日日の
回帰直線と の間 に も 差はみ ら れず， 黄痘群で は胆汁酸
排泄の 増加に と もな い ， 胆汁量が 増加 してい る こ とが
わ か る． 黄痘群の胆汁中 H C O言渡度は肝切後全期間を
通じ， 無黄痘群 に 比し有意に 低い 値 を示 した が ， 肝重
量当り H C O盲 排泄率 で み る と， 肝切後1 日目の黄痘群
を除き有意の差 はな く， 胆汁量の増加 に よ り見か け上 ，
濃度 の 低下を示 した と思わ れ た． しか し， 肝切後 1 日
目で は無黄痘群 に 比 し， 排泄率で も有意に 低い 値 を示
した． こ れ は， 従来 の 胆汁中 H C O盲排泄機構の考 え か
ら は胆管性胆汁分泌 の低下 を意味す る と こ ろ で あ る
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が ， 先 に述 べ た 諸家の 報告 に よる 閉塞性黄痘解除後の
胆汁中 HC O盲排泄の 克進 とは 一 致 しな い ． しか し， 胆
汁中 H C O盲 排掛 こ関して は， 最 近 Erlingerら1 8切 述
べ る H＋ Na＋ a ntiport の関与や ， Hoffm a n nら1射の 言
う chole－hepatic re cycling な どの 考 えか ら， 新 しい 排
泄機構が解明さ れつ つ あり， 今後 の こ の よ う な新 し い
胆汁排泄機構の解釈か ら， 閉塞性黄痘肝切除後の 胆汁
中 HC O言排泄の 低下が説明 され る こ と が 期待さ れ る．
しか し， い ずれ に せ よ， 著者の 実験で は 貴痘群の胆汁
量 の 増加 に 胆管性胆汁分泌が関与 す る可能性 は少な い
と思わ れ た． 胆汁中 E C O言渡度 は肝切前 か ら肝切後 3
日目 まで閉塞前に 比 しや や低下 す る傾向を み， 7日目
か ら 閉塞前 と同様 の値 を 示 し た． こ の 変動 は 胆汁中
Na十 が 胆汁中胆汁酸の CO unte r C atio nと して排泄さ
れ るた め胆汁酸排泄の変動の影響 を受 ける もの と推察
され た． また ， 黄痘群 の胆汁 C 卜 は肝切後 1 日日 に増
加 し， 以後漸減 したが ， これ は H C O言 や胆汁酸な どの
他 の 陰イ オ ン濃度の低下 に対 す る代償性の増加 と思わ
れ た
． 胆汁中 pH の 変化 は胆汁中 H C O言 濃度の 変化を
ほ ぼ反映 した も のと思 われ た ． ま た， 黄痘群 に お ける
肝切前の胆汁申渡透圧 の増加 は Cl一 浪度の増加 を反映
して い る もの と思わ れ た． 以 上 の考察か ら， 閉塞性黄
痘肝切除後の胆汁量の増加は胆汁中へ の 胆汁酸排泄の
増加に 起因 し， 剛胆効率の増加 や， 胆管性胆汁分泌の
関与は少な い と考 えられ た．
さて， 閉塞性黄痘肝切除後 の胆汁酸排泄の元進の 原
因につ い て は， 閉塞性黄痘解除後 に胆汁酸排泄が冗進
したと言う報告はな く， 肝再生 に起因す る もの と考え
られ る． こ の現象 を再生肝の肝予備能と い う点か ら推
察す る と， 無黄痘群で は 70％肝切除後の再生肝 は胆汁
分泌と い う機能面か ら は 一 時的な膿汁酸の 利胆効率の
変化を きた したの み で， 肝切後 7 日目に は ほぼ 生理的
な状態近く まで 復帰した の に 対 し， 黄痘群 で は機能的
に は肝切除後 7 日冒お よ び 28 日目 に お い ても ， な お，
生理 的な 状態 に は復帰で き ず， 再生肝 の 胆汁分泌能 の
予備能の 賦活化が過剰 に な され ， 膿汁 量お よび 胆汁酸
排泄の増加 を きた した と 考え られ た．
最後 に ， 肝切後の どリ ル ビン 代謝 に つ い て述べ る．
胆汁中総 ビリ ル ビン 濃度お よ び排泄率 は両群と も肝切
後 に冗進す る傾向がみ ら れ， 肝切後 7日目で は 無糞痘
群に 比 し黄痘群で胆汁中総 ビリ ル ビ ン濃度の低下が み
ら れ たが ， 排泄率で は差は な く， 胆汁量 の増加 に よ る
希釈 と考え られ た． また ， 黄痘群で は肝切後， 黄痘が
遷延す る こ とも な く， 良好 な減黄 を示 した こ と よ り，
1週間閉塞性黄痘肝 に 対 し 70％肝切除を施行 して も，
残存肝の どリ ル ビン 排泄能 は充分 に維持 され る と思わ
れ た．
結 論
閉塞性黄痘肝 に 対す る 大量肝切除後 の病態を， 特に
胆汁分泌能の面か ら解明す る ため ，雑種成犬を用い て，
無黄痘 70％肝切除犬 く無黄痘群っ と， 1週間閉塞性黄
痘 70％肝切除犬 く発症群1 を作製 し， 肝切除前後にわ
た っ て経時的 に肝重量回復率， 肝組織血流亀 病理組
織学的所見， 血液生化学的検査所見 胆汁亀 胆汁組
成の 変動 に つ い て 検索 を行っ た ． そ の 結果， 以 下の成
績 を得 た．
1 ． 肝重量回復率 は肝切後 の全期間 を通じ 無黄痘
群 に 比 し黄痘群 で低い 値 を示 し， 黄痘群 で 肝重量回復
の 遅延が み られ た．
2 ． 肝組織血 流量 は無費痘群 で は肝切除後に 低下傾
向を認 めた ． 無黄痘群で は黄痘解除後 に 有意の低下を
認め たが ， 肝切 除後 は無黄痘群と差は なか っ た ．
3 ． 肝の 病理組織学的所見 で は無黄痘群 に比 し黄痘
群 で肝再生像の ピ ー ク が やや 遅れ て 出現 し， 黄痘群で
は 肝切後 28 日目で も 中等度の 肝再生像が持続してみ
られ た．
4 ． 血液生化学的検査成績 で は総 蛋 白， G O T低
G P T値， へ パ ブ ラ ス テ ン テ ス ト値 は両群間に 差はな
く ， 総 ビリ ル ビ ン値， AIP 値， yG T P億 は黄痘群で肝
切後 に 有意 に 高い 値 を示 したが ， 肝切後 3 日目な いし
7 日目 に は 無黄痘群 と有意の 差は 認 め られ なく なっ
た
．
5 ． 肝重畳当り胆汁量は無黄痘群 で は肝切後 3日日
に 増加 し， 7 日目以 後 は肝切前の値に 復 した． これ に
対 し， 発症群 で は 3 日日は無貴痘群 と同様の値で あっ
た が， 7 日 目以後 も増加 し， 無黄痘群 に 比 し高い 値を
示 した
．
6 ． 胆汁中 pH 債は肝切後 1 日臥． 3 日目 で無黄痘
群 に 比 し黄痘群 で 有意 に 低い 値 を示 した． 胆汁浸透圧
は肝切時 に 無黄痘群 に 比 し黄痘群 で有意 に 高い 値を示
した．
7 ． 胆汁中胆汁酸排泄率は肝切後7 日目 に 無貴痘群
で 有意 に 高い 値 を示 した ． ま た， 肝重量 当り肝胆汁量
と胆汁酸排泄率の 相関関係で は肝切 後 7 日日の 両群の
回帰直線 に 差は な く， 黄痘群 で は胆汁酸排泄率の 増加
に と も ない 胆汁量 が 増加 して い た ．
8 ． 胆汁 中総 ビ リ ル ビ ン排 泄率 は両群間 に 差は な
く， 良好な 排泄を示 した ．
9 ． 胆汁 中 Na＋ 濃度 は両群と も 肝切後 に やや 低下
す る傾向が み られ たが ， 両群間 に 差は な か っ た ． 胆汁
中 C ト濃度は肝切前， 肝切後 1 日目， 3 日目で 無黄痘
群 に 比 し貴痘群 で 有意 に 高 い 値 を 示 し た． 胆汁中
H C O盲排泄率 は肝切後 1 日 目 で 無黄痘群 に 比 し黄痘
閉塞性費痘肝切除後の 胆汁分泌能に 関す る実験的研究
群で有意 に低 い 値 を示 した．
以上 よ り， 1週間閉塞性黄痘肝 に 対す る 70％肝切除
術後で は， 肝重 量の 回復の遅延が み られ ， 閉塞性黄痘
によ る障害が再生肝 に 加わ っ た こ と に よ り胆汁分泌能
の予備能が過剰 に賦括化さ れ， 胆汁酸依存性胆汁の 増
加に よる胆汁量 の 増加 をき た すも の と推論 した．
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Bile se cr etio n du ring liv e r r eg n e r ation a氏e r maJOr r eS e Ctio n of the liver with obstru ctiv e
Ja undic e w as studied in mongre
ldogs． In the no n－icte ric groupsev e nty pe rc enthepate ct om y w as
carried out， Whilein theicte ric group the com m o nbile duct w as arti ncially obstructed fbrl w e ek，
fbllow ed by r ele a s eofthe obstr u ction and se v e nty perc ent hepatectomy． Reco very r ate of liver
w eight， hepatic tissu eb lo od flow ， S e r u mbio che mic al c o mpo n e nts， bile now volu m e a nd bile
co mposition w e rein ve stlgated， t Ogethe r with histopathologic cha nge softhelive ron thelst， 3rd，
7th and28th day after hepatecto my， T he rec overy r ate of liver w eightin the icteric gr oup w as
low e rtha n in the non －icte ric group o n ev e ry l nte rVal after hepate ct om y， and it wa s prov ed
histopathologic ally． T he hepatic tissu eblo od flow de creased slightly afte rhepate ct omy l nthe
non －icte ric group， While in theicteric groupit decre ased afterobstru ctiv eJa u ndic e， butpr es e n ted
n early the s am e v alues a s the n o n
－icteric group afte rhepatect omy． T he bile flo w rate pe r unit
liv e r w eight show ed a nincr e ment on the 3rd day after hepat e ct om yin bothgroups， a nd on the 7th
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